命の尊厳
第六の戒め
人を殺してはならない。
- 出エジプト記 20:13
第6戒は、特に「人間」の命を奪うことを指しています。猫を殺したなら、あなたは残酷かもしれませんが、殺人者ではありません。この戒めには二つの目的があります。
1. 人間の生命の本質と価値を示し、維持するためです。生命の神聖さは、人間が神によって神ご自身のかたちに創造されたという信仰と結びついています。他の人間に対する攻撃は、神に対する攻撃でもあり、この理由から間違っています。
1. 私たちの悪の世界において、人間の生命を守るためです。神が存在しないと信じる人々は、人間の生命は社会に提供する奉仕に見合う価値しかないと、容易に信じ込まされます。例えば、貧しい人、障害のある人、または高齢者であるなら、あまり貢献しないので、あなたの生命には価値がないということになります。
神への信仰が広く行き渡っている国々では、人は皆、生産性ではなく、その本性ゆえに等しく重要な存在と見なされます。信仰がないところ（例えば共産主義）では、中絶、声を上げる人々を殺すこと、貧しい人々や病人、高齢者のような人々を、負担であり、単なる肉――古い肉にすぎないという理由で排除することにも、問題はありません。
私たちの国における危険は、過去100年間における人文主義的哲学の広がりです。人文主義が危険なのは、神の存在を否定しながら、神の存在を信じる信仰体系に由来する考えを用いるからです。例えば、病人や貧しい人々を顧みることは、社会を運営し、平和を促進する最善の方法であるため、良い考えだと彼らは信じています。
彼らがそれを行うのは、それが神の命令だからではなく、「隣人を愛する」という原則に基づく制度が実際に機能し、彼らの社会的目標に役立つことを理解しているからです。ここにある危険は微妙ですが、実際に存在します。愛を伴う神への信仰から、愛を伴わない神への不信仰へと移るのは、大きな一歩ではありません。
もし誰かがやって来て、社会のためにもっと良い計画があると言い（私のやり方に従え。さもなければお前を殺す）、それを裏付ける力を持っているなら、彼らを止める道徳的権威は存在しません。この戒めは、いのちと死、そして私たちが互いにどう接するかについての最終的な裁定者を、人間ではなく神として定めています。
規則とは何ですか？
あなたは人を殺してはならない。それは、他の人間の命を不法に奪うことです。日常の言葉では、これはどういう意味でしょうか。
1. 不法な身体的攻撃 – 怒りに始まり、暴力、強姦、殺人を含む、不法な攻撃の一続きの線です。イエスは、怒りと殺人が同じ連続線上にあるという意味で、両者を結びつけています。
1. 自殺 – 末期患者を、生命を長引かせる可能性のある生命維持装置につないだままにせず、自然に死ぬことを許すことはできます。うつ病や痛みのために殺してほしいと求める人を、私たちが殺すことはできません。人々が自ら命を絶つ理由は多くあります（うつ病、薬物乱用の影響、痛み）が、これらはその行為を正当化するものではありません。クリスチャンとして、私たちは、神が私たちに、身体的にも感情的にも、耐えられる以上のものを負わせることはないと信じています。
1. 虐待 – これは、自分の自尊心を満たすために、自分や他人の命に対して不必要な危険を冒すことです。私たちの身体は、私たち自身のものではなく、神のものです。名声や承認、興奮を得るために愚かな危険を冒すことは、私たちの創造主の前で僭越なことです。
したがって、違法または有害な物質の摂取によって自分の身体を虐待することも同様です。これには、たばこや違法薬物だけでなく、食べ物、飲み物、処方薬などの過度の摂取も含まれます。この戒めはまた、働き過ぎ、運動のし過ぎ、または何事においても度を越すことによって自分の身体を損なうことを禁じています。クリスチャンは、自分の身体をもって神に栄誉を帰し、自分の身体を尊ぶように他の人々の身体も尊ぶべきです。
その命令が許可していること
この命令は、特定の状況において殺すことを許可しています。
A. 狩猟と漁業
動物は人間ではなく、神のかたちに造られたものでもなく、裁きを受けることもありません。鳥、象、またはクジラの命の価値には、本質的な違いはありません――違いがあるのは大きさと種だけです。ここで問題となっているのは殺人ではなく、管理責任です。私たちは地上の動物という資源の管理者です。私たちはそれを、よく、そして残酷さなしに管理しているでしょうか。
B. 死刑
聖書は命を非常に尊いものと見なしているため、不法に人の命を奪う者は、多くの場合、自分自身の命を失うことになります（創世記 9:6；申命記 19:11-13；ローマ人への手紙 13:1-ff）。すべての殺人は人を殺すことですが、すべての人を殺すことが殺人であるわけではありません。神は国家に犯罪者を処刑することを許可しておられます。このことは旧約聖書と新約聖書の両方に見られます。
· 強姦犯 - 申命記 22:25
· 誘拐犯 - 出エジプト記 21:16
· 殺人者 - 創世記 9:6; ローマ人への手紙 13:4; 使徒の働き 25:1
もちろん、愛と憐れみの神がそのようなことを是認するはずがないと主張する人々もいます――これは反対側の聖書的な論拠です。その均衡は出エジプト記 23:7に見いだされます。
偽りの告発から遠く離れ、罪のない者や正しい者を殺してはならない。わたしは有罪の者を無罪にはしないからである
死刑について考える際の目的は、強姦や殺人を止めることではありません（これらは罪のゆえに常に存在します）。その目的は、神のしもべである国家によって執行される神の正義です。国家はその務めを果たすにあたり、すべての事件において正義が公正に執行されることを絶対に確実にしなければなりません。なぜなら、最終的に神は、被告人だけでなく、御自身の正義を執行する者たちにも申し開きを求められるからです。
C. 警察の仕事
¹³¹⁴ 主のために、国家の定めたすべての制度に従いなさい。この世の主権者である王が定めたものであっても、王の任命した総督が定めたものであっても従うべきです。彼らは悪い者を罰し、正しい者に栄誉を与えるからです。
- ペテロの手紙Ⅰ 2:13-14
私たちは、神または国家からこの権利を与えられていないので、法を自分の手に委ねることは許されていません。法を守ることは政府の務めであり、神はこのように仕えてきた者たちを裁かれます。個人的な復讐を望む正当な理由があるかもしれませんが、それを行う法的権利も霊的な裏付けもありません（ローマ人への手紙 12:19）。
D. 自己防衛
どろぼうが家に押し入るところを見つけ、捕まえて殺しても、殺した者は無罪である。
- 出エジプト記 22:2
神は、私たちが自分自身を守るために法的な手段を用いることができるよう備えてくださっています。これは国防にも及びます。
· ルカの福音書 13:14と使徒の働き 10では、問題となっている兵士たちは、キリストに従うために自分たちの役割を放棄する義務はありませんでした。
· ローマ人への手紙 13で、パウロは、社会を守るために政府が武力を行使する正当な権利について語っています。
この命令をどのように守るのでしょうか。
³⁸ あなたがたの教えでは、『人の目をえぐり出した者は、自分の目もえぐり出される。人の歯を折った者は、自分の歯も折られる』とあります。 ³⁹ しかし、わたしはあえて言いましょう。暴力に暴力で手向かってはいけません。もし右の頰をなぐられたら、左の頰も向けてやりなさい。 ⁴⁰ 借金のかたに下着を取り上げようとする人には、上着もやりなさい。 ⁴¹ 荷物を一キロ先まで運べと命令されたら、二キロ先まで運んであげなさい。 ⁴² 『何か下さい』と頼む人には与え、借りに来た人を手ぶらで追い返さないようにしなさい。
⁴³ 『隣人を愛し、敵を憎め』とは、よく言われることです。 ⁴⁴ しかし、わたしは言います。敵を愛し、迫害する人のために祈りなさい。 ⁴⁵ それこそ、天の父の子どもであるあなたがたに、ふさわしいことです。天の父は、悪人にも善人にも太陽の光を注ぎ、正しい人にも正しくない人にも分け隔てなく雨を降らせてくださいます。
- マタイの福音書 5:38-45
vs. 38 - 失ったもの、盗んだもの、または損なったものを返さなければならないと定めた、ユダの手紙ヤ人の賠償の律法を指しています。その目的は、賠償が復讐（1つの目に対して2つの目）へとエスカレートしないように、賠償を「規制する」ことでした（2つの目に対して1つの目）。より広い意味では、これは政府の役割、すなわち正義を規制し、すべての人に公平に刑罰を科すことも指しています。
vs. 39-43 - クリスチャンが生きる「律法」を指しています。この律法は、政府の法律よりも上位にあります。その意味は、クリスチャンは悪に対して悪をもって築くのではなく、善によって悪に打ち勝つということです。クリスチャンは政府を運営するのではありませんが、個人の生活においては、自分が従って生きる律法を自ら支配します。キリストは私たちをこのより高い律法へと召しておられます。これは、クリスチャンが自分を守ったり、国家に保護や正義を求めたりできないという意味ではありません。
イエスご自身も、もしご自分の戦いが地上のものであったなら、ご自分を守るために1万の天使を呼ぶだろうと言われました（ヨハネ 18:36）。
殺人者があなたの家族を襲ったり、あなたの家に侵入したりするのを許し、「もう一方の頬を向ける」ことによって応じるのは愚かなことであり、社会においてあなたが第一に忠誠を尽くすべき家族を本当に愛することではありません。このような誤った態度は悪を助長します。クリスチャンとしてこの命令に従うには、知恵と正しい判断をもって、クリスチャンの愛と赦しを実践することが求められます。例えば、私の家族の一人を殺した飲酒運転者のために祈り、その人を赦しますが、同時に、政府が法律に従ってその人を罰する権利と義務を持つことも支持します。神によって、私にも政府にも、その両方が求められているのです。
